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か る 図 に な る よ
う，グループで検
討する
・文章全体に関わる大
きな問いと，それを
解くための小さな問
いという役割がある
ことが分かった。
○各グループで，一人一人順番
にまとめた図を見せながら説
明するよう促す。その際，よ
く分からないところを質問し
たり，なるほどと思ったこと
を伝えたりして，互いに対話
する中で個々の理解が深まる
ようにする。
４　本時の学習内容を
振り返り，今後の
学習への見通しを
もつ
［評価］（思考力，判断力，表現
力等）文章全体の構成を捉えて
図示することができる。（ノー
ト）
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（11）考察
　生徒は，第１時で学んだ図式化の意義や方法を生か
し，見通しをもって文章全体の構成を図にまとめ，３
つの問いと答えの関係を捉えることができた。この後
第４時において，根拠となる部分の内容を捉え，第３
時の図に加えて全体を確認し，この文章が「推論」に
よって成り立っていることを明確に捉えることができ
た。今後は，他の題材においても，「図式化」を通し
て文章構成を捉える場を設け，生徒が「図式化」を読
みの技能の一つとして身に付け，必要に応じて自ら活
用することができるようにしていきたい。
４．実践Ⅲ：学習用語「吟味」
（１）日時　平成30年10月
（２）学級　群馬大学教育学部附属中学校３年
（３）指導者　下田俊彦（附属中学校）
（４）教材名　「新しい博物学の時代」（説明的文章・
教育出版・中学３年）
（５）学習指導要領上の位置付け
［知識及び技能］
　（２）イ　情報の信頼性の確かめ方を理解し使うこと。
　情報化が進展し様々な情報が氾濫している現代社会
においては，情報の信頼性を十分吟味する必要があ
る。情報を受信する際にも発信する際にも，その情報
の事実関係や裏付ける根拠，一次情報の発信元や発信
時期など，情報の信頼性について確かめることが重要
である。
［思考力，判断力，表現力等］
　Ｃ　読むこと（精査・解釈）
　イ　文章を批判的に読みながら，文章に表れている
ものの見方や考え方について考えること。
　文章を批判的に読むとは，文章に書かれていること
をそのまま受け入れるのではなく，文章を対象化し
て，吟味したり検討したりしながら読むことである。
説明的文章では，例えば，文章中で述べられている主
張と根拠との関係が適切か，根拠は確かなものである
かどうかなど，述べられている内容の信頼性や客観性
を吟味しながら読むことが求められる。その上で，文
章に表れているものの見方や考え方について，自分の
知識や経験などと照らし合わせて，納得や共感ができ
るか否かなどを考えることが重要である。
（６）単元のねらい
　本教材では，説明的文章を吟味する力を生かして，
意見文を書く活動を通して，文章を批判的に読む力を
高め，情報の信頼性の確かめ方を理解し，表現する技
能を身につけることをねらいとしている。筆者は，文
科系と理科系に分断された人間の叡智を結びつける
「新しい博物学」を提唱し，その時代となることの必
要性を訴えている。二つの分野を結びつけることは，
事物を捉える上で非常に効果的であり，学習者も共感
しながら読み進めることができる内容となっている。
また，筆者の主張とそれを支える事例が，明確に打ち
出されているため，賛否や根拠の過不足の判断を主体
的に行いながら読むことに適した教材である。
　「情報の信頼性の確かめ方を理解し使うこと」につ
いては，１学期に「情報を編集するしかけ」という
題材で，情報は意図的に編集されていることを学習
した。振り返りには，「誰にどんな目的で伝えるかに
よって選ばれる情報がかわることがわかった。」「編集
者によって伝え方が違うので，受け取る側がしっかり
と情報を分析しないといけない。」という記述が見ら
れた。
　情報を分析する方法や発信する方法は理解してい
る。一方で，情報の信頼性を確かめる方法について
は，学習が不十分である。フェイクニュースの映像を
視聴した際に，情報を鵜呑みにして試聴の感想を述べ
る生徒が多く見られた。また，「家庭でインターネッ
トを自由に使える環境があるか」という質問に，ほと
んどの生徒が「はい」と答えた。出所や著者が曖昧な
内容も多い情報を利用していると思われる。情報を読
むだけでなく，発信している生徒もいる。そこで，本
単元では，情報の信頼性の確かめ方を理解して表現技
能を高められるよう，事例選択の妥当性や証拠となる
事例の確かさを，吟味したり検討したりする方法につ
いて理解していく。さらに情報を的確に使うことがで
きるよう，活用の場面を設定していく。
　また，文章を批判的に読みながら，文章に表れてい
るものの見方や考え方について考えることについて
は，１学期に『私』という文学的文章で，登場人物の
設定や展開の意味について批評文を書いた。また，
「広告のコピーを批評する」という教材で，コンビニ
のコーヒーのキャッチコピーを比較した上で，批評文
を書く活動を行った。生徒は，それらの学習で，文章
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を批判的に読んだり書いたりする学習を行っている。
一方で批評文には，文章の工夫や良い点に注目し，そ
の良さを評価する内容を記述する生徒が多く見られ
る。わかりにくい所や不十分な点を十分に指摘できて
いる生徒はあまりいない。特に，説明的文章では，優
れた点の評価を中心に学習していくことが多く，わか
りにくい点や不十分な点を批判的に検討する学習は限
定的であった。そのため，本単元で，他者の考えと比
較，分類，関連付けなどを行うことで，多様な観点か
らその妥当性や信頼性を吟味し，考えを深める「クリ
ティカル・シンキング」の視点を意識しながら，文章
を読み進めるような場面を設定していく。
（７）指導と評価の計画（全６時間）
①単元の評価規準
［知識及び技能］事例選択の妥当性や証拠となる事例
の確かさを，吟味したり検討したりする方法について
理解し使うことができる。
［思考力，判断力，表現力等］文章の主張・事例・題
名について，評価の観点を意識して批判的に読むこと
ができる。
［主体的に学習に取り組む態度］説明的文章を吟味す
る力を生かして，意見文を書こうとしている。
②指導計画（目標）
第１時：吟味しながら説明的文章を読むことの意義を
理解し，吟味読みの方法を理解することができる。
第２時：全文を通読し，論理の展開を捉えて，文章の
内容を正確に理解することができる。
第３時：筆者の主張について，吟味しながら読み，主
張の妥当性について考えることができる。
第４時：本文の事例について，吟味しながら読み，事
例選択の妥当性や事例の根拠について考えることがで
きる。（本時）
第５時：題名を吟味するための評価の観点を考え，
「新しい博物学」という学問名について検討しながら
読むことができる。
第６時：主張・事例・題名について吟味する力を生か
して，自分の考えを意見文に書くことができる。
（８）本時の目標
　本文の事例について，吟味しながら読み，事例選択
の妥当性や事例の根拠について考えることができる。
（９）本時のめあて
　本文の事例選択や事例の根拠の妥当性を考えよう
（10）本時の展開（４／６）
学習活動と予想される
生徒の反応
指導上の留意点及び支援・評価
１　本時の課題をつか
む
・今日は本文の事例に
ついて吟味しながら
読むことを学ぶのだ
な。
○前時に，筆者の主張を吟味読
みした過程を振り返る。
○事例は本論に書かれていたこ
とを確認する。
２　本文の事例を吟味
する観点をもとに，
事例の妥当性を検討
する
・天文学では解明でき
なかった疑問を，文
学の記述と重ねるこ
とで解決できた事例
は，専門分野をつな
ぐ良さを説明する例
として適切だ。
・藤原定家の記録は，
過去の文献をまとめ
たものなので，根拠
の確かさという観点
では少し弱いと思
う。
○共通の判断基準で事例を吟味
できるようにするめに，本文
の事例を吟味する観点を共有
する。
　①　事例選択は妥当であるか
　②　事例の根拠は確かなもの
か
○全体で活発な意見交流を行
い，相互に事例について読み
深めることができるように，
個人やグループで検討する時
間を十分に確保する。
３　他教科の教科書や
図書室の本を活用し
て，筆者の主張を支
える新しい事例を考
える
・地層に関わる調査で
は，地質学などの理
科系の要素と歴史学
などの文科系の知を
合わせているな。
○本文に合った様々な事例を考
えられるようにするために，
各教科の教科書を準備させた
り，図書館の本を教師が用意
したりする。
○理科系知を文科系に生かした
例が実際に少ないか疑問を抱
かせて調べさせ，事例の妥当
性について再度考えさせる。
４　事例を吟味した力
を生かして意見文を
書く
・私は筆者の文科系の
知識を理科系に生か
した実例にあまり共
感できない。文学で
天体現象が使われた
実例は，天文学との
結びつきとは言えな
いので，根拠として
弱いと思う。
○筆者の論の進め方の工夫して
いる頭括型で意見文を書くこ
とで，筆者の構成や内容を振
り返ることができる。
［評価］（思考力，判断力，表現
力等）本文の事例の妥当性につ
いて，評価の観点を意識して批
判的に文章を読むことができて
いる。（ノートの記述，発言，
意見文）
（11）考察
　学習用語である「吟味」の概念を獲得させるため，
「吟味」で貫く指導計画を設定し，全６時間の授業
で，「吟味」と関連させた学習活動を行った。事例に
ついて考えた際は，妥当性や根拠の確からしさについ
て，吟味しながら文章を読む力を高めた。また，筆者
の主張を支える事例を生徒が新たに考え，互いが考え
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た事例を吟味しながら妥当性を検討した。生徒は，こ
の学びで新しく得られた観点で，自分たちの調べた事
例を吟味することができた。また，教科書の文章で
あっても批判的に読もうという姿勢が高められた。さ
らに，本時で学習した「吟味」について意見文を書く
ことで，「学んだことの振り返り」と「表現力と主体
性を育むこと」ができた。「読む」から「書く」へと
活かす学習へとつなげることができた。
５．今後の課題
　本研究においては，学習用語を活用し，説明的文章
において指導すべき内容を明らかにすることで，文章
をより確かに読むことができる生徒の育成を目指し
た。
　今後の課題としては，学習用語の系統表を完成さ
せ，３年間を見通した指導を行うことが挙げられる。
学習用語については，既に小学校で学んできているも
のもある。その把握に努めつつ，中学校学習指導要領
と照らし合わせて，中学校段階として獲得すべき学習
用語を洗い出し，どの学年の，どの教材で，どの学習
用語を獲得させるべきかを明らかにし，系統表として
まとめたい。また，同じ学習用語でも学年ごとに何が
できるようになればよいのかという「読みの技能」の
系統性も明らかにする必要もあろう。例えば，１年生
では「題名」の役割について理解し，２年生では「題
名」の種類や読み手を引きつける題名の秘密を探り，
３年生では１・２年生の学びを活用して，「文章に題
名をつける」という表現へとつなげていくということ
も考えられる。それぞれの学習用語を獲得するために
は，３年間を通して，スパイラルに学んでいく必要が
ある。ただ同じことを繰り返し学ぶのではなく，学年
が上がるにしたがってより理解が深まることを目指
し，さらに，表現にまでつながるような系統表を作成
していきたい。
［引用・参考文献］
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